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おくやみ申し上げます
氏　　名 性別 年齢 死亡年月日 喪主 行政区

古　川　弘　子 女 ８９ Ｈ 30. 9.18 大　之 １９区

山　科　冨士雄 男 ９１ Ｈ 30. 9.20 ヱイ子 １１区

坪　井　ミ　ツ 女 ９０ Ｈ 30. 9.21 諭 １１区

浦　野　政　雄 男 ８８ Ｈ 30. 9.25 近藤　誠 ２８区

　村　　勇 男 ８９ Ｈ 30. 9.28 英　之 １８区

　山　光　夫 男 ９０ Ｈ 30. 9.28 シゲ子 東町区

山　﨑　 　子 女 ９０ Ｈ 30. 9.30 隆　司 あかね町区

植　田　　 男 ７９ Ｈ 30.10. 3 利　枝 西町区

日　置　　弘 男 ９０ Ｈ 30.10. 5 邦　美 ３０区

田　中　ふみ江 女 １０２ Ｈ 30.10. 8 洋　行 ２９区

髙　橋　みつ子 女 ８８ Ｈ 30.10. 9 敏　美 栄町区

乙　坂　　武 男 ７７ Ｈ 30.10.10 ヒサ子 あかね町区

湯　浅　陽　子 女 ６４ Ｈ 30.10.10 篤 ２８区

高　畑　文　子 女 ９４ Ｈ 30.10.10 憲　一 錦町区

上　杉　朋　史 男 ７５ Ｈ 30.10.11 キミ子 １２区

タンチョウ博士のお話（第 17 回）

丹頂（タンチョウ）

〇舞鶴と言えば京都府では？

地名で舞
まいづる

鶴と言えば、京都府北部の舞鶴市を思い浮かべるのが普通だろう。名前から連想して、そこに

ツルがたくさんいたから付けられた名と、誰でも思いがちだ。が、そうではないらしい（答えは末尾）。

しかし、長沼町の舞鶴は、正
しょうしんしょうめい

真正銘、ツルがいたので付いた名だ。

長沼町には、かつて広い湿地が広がっていた。あの有名な伊
いのうただたか

能忠敬（1745-1818）の地図を基にした蝦
え ぞ

夷

図にも、オサツトー（沼）とマオイトー（沼）がつらなる大きな沼や、南幌町のツル沼なども大
おおざっぱ

雑把なが

ら描かれている。これらの沼や周りの湿地に、ツルがたくさんいたことは江戸時代の記録からもうかがえる。

　しかし、“19 世紀末”、1890（明治 23）年に北海道庁の訓令で「馬
マオイヤマ

追山山
サンロク

麓ヨリ千歳川ニ到ル各沼地ヲ以
モッ

テ鶴蕃
ハンショクチ

殖地ト相
アイサダ

定メ候
ソウロウ

ニ付テハ」（図 1）、その他のトリも含めて一切禁猟とされた。逆に言えば、そこでツ

ルが繁殖し、しかも数が少なくなっていたことの、証明書にほかならない。

では、その後これらの沼はどうなったか。1948（昭

和 23）年の航空写真では、ポンユーパリ沼をはじめ、

長
おさつぬま

都沼、馬追沼、ツル沼などまだ健在（！）だった。

しかし、今はすべて幻
まぼろし

となり、衣
ころも

のように沼を包んで

いた湿地も消え去った。ツルも幻となったのは言うまで

もない。

ところが、“20 世紀後半”の 1985（昭和 60）年６月、

長沼町で珍
ち ん じ

事が起きた。舞鶴地区に住む佐藤さんの水田

の、なんとあぜ道で、マナヅル夫婦が巣を造り、２個の

卵を産んだのだ。前年には、同じ番
つが

いらしい２羽を、近

くの駒谷さんも目撃していた。残念ながら卵は間もなく

失われ、夫婦のうちの 1 羽も体調を崩し、札幌円山動物

園で治療を受けたが死亡した。それが、舞鶴小学校のガ

ラスケースに収まっている剥
はくせい

製である。成功はしなかっ

たが、野生のマナヅルが日本の野外で営巣した初記録だ。

その後、この情報は 1999（平成 11）年、学会誌に英語

で発表され、世界へ発信された。

そして“21 世紀！”かつて馬追沼のあったところに、遊水地と名を変えて湿地が復活。これは、ツルの

再来を予告する事柄だった。それを素早く感じた地元の人たちが、ツルを呼び戻す活動を始め、それに応

じるように、今ツルが長沼町の空を飛んでいる。こうした復活劇の進行に、自然と人間との不思議なかか

わりを見る思いがする。

さて、最後に舞鶴市の地名の由来に触れておこう。確かにツルもいたかもしれないが、そこにあった田

辺城の雅
がしょう

称（別名）が舞
ぶかくじょう

鶴城。同名の田辺城がほかにもあるため、改名して正式に舞鶴城に。

その後町村名制定の際に城にちなんで地域名も舞鶴へ、という次第。蛇足ながら、舞鶴城を雅称とする

城は、九州の福岡城をはじめ全国に 16 城ほどある。（文：正富宏之）

図 1.100 年前（1910 年代）の長沼町南部
（馬追山と千歳川の間）の沼・湿地帯（地
理院５万分の１旧地図使用）


